
李
剣
媛

練
直

先
秦
爾
漢
経
済
史
稿

爾
漢
経
済
史
料
論
叢

一
九
五
七

一
九
五
人

(
永
田
英
正
V

楊
希
枚
氏
の

曹皇
室賜
薮姓
史制
研度
究理
の論'

甲富
|権

等
を
讃
み

て
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楊
氏
の
賜
姓
に
関
す
る
研
究
は
、
『
姓
』
字
古
義
析
霞
(
中
央
研
宛
院
歴
史
車
問

呈
一
一
周
研
究
所
集
刊
第
二
十
三
本
、
一
九
五
二
)
、
左
俸
『
因
生
以
賜
姓
』
解
輿
『
無

巌
卒
』
故
事
的
分
析
(
中
央
研
究
院
院
刊
第
一
一
輯
、
一
九
五
四
)
、
及
び
先
秦
賜

姓
制
度
理
論
的
商
権
(
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
第
二
十
六
本
、
一
九
五
五
)
か
ら

な
り
、
こ
れ
ら
と
関
聯
し
て
先
秦
諸
侯
受
降
献
捷
奥
遺
停
制
度
考
〔
同
集
刊
第

二
十
七
本
、
-
九
五
六
)
、
聯
名
輿
姓
氏
制
度
的
研
究
(
同
集
刊
第
二
十
八
本
、

一
九
五
ぜ
)
の
論
考
が
裂
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
つ
い
て
紹
介

す
る
こ
と
は
祇
幅
の
都
合
上
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
は
じ
め
の
一
一
一
つ

の
論
文
に
重
瓢
を
お
い
て
述
べ
る
。

左
停
隠
公
八
年
の
僚
に
、

無
骸
卒
。
菊
父
諮
問
謡
奥
族
。
公
開
族
於
衆
仲
。
衆
仲
劉
日
。
天
子
建
徳
、
図

生
以
賜
姓
。
酢
之
土
、
而
命
之
氏
。
諸
侯
以
字
箆
謡
、
因
以
篤
族
。
官
有
世

功
、
則
有
官
族
、
邑
亦
如
之
。
公
命
以
字
潟
展
氏
。

，
と
あ
る
。
こ
の
衆
仲
の
答
え
に
あ
る
因
生
以
賜
姓
の
意
味
は
、
社
預
以
来
、
姓

名
を
輿
え
る
、
即
ち
出
自
に
よ
っ
て
姓
を
名
の
る
こ
と
を
許
す
意
味
に
と
ら
れ

て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
例
は
、
左
俸
昭
公
八
年
の
「
及
(
陳
)
胡
公
不
淫
、
故
周

賜
之
姓
」
に
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
漢
高
租
が
、
項
伯
や
糞
敬
に
劉
氏

の
姓
を
名
の
ら
せ
た
と
同
じ
よ
う
K
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

高
祖
の
場
合
は
、
劉
氏
を
名
の
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
寵
遇
を
一
ホ
し
、

漢
室
?
に
劃
す
る
忠
誠
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
然

し
先
秦
の
古
文
献
に
あ
る
賜
姓
は
如
何
、
例
え
ば
園
語
楚
語
下
に
あ
る

』
(
昭
)
王
日
、
所
謂
百
姓
千
品
高
官
億
醜
兆
民
経
入
骸
数
者
、
何
也
。
(
観

射
父
)
料
開
日
、
民
乞
徹
官
百
、
王
公
之
子
弟
之
質
、
能
言
能
聴
徹
其
官
者
、

而
物
賜
之
姓
、
以
監
其
官
、
是
信
用
百
姓
。
|
以
下
略
|

の
物
賜
之
姓
を
、
章
昭
は
「
以
功
事
賜
之
姓
」
と
解
し
、
や
は
り
姓
名
を
輿
え

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
王
公
の
子
弟
は
、
王
公
の
姓
と
は
別

の
姓
を
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
こ
の
賜
姓
を
漢
代
の
賜
姓
と
同
じ
よ
う

に
考
え
る
の
が
、
果
し
て
安
嘗
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
楊
氏
の
賜
姓
に
欄
す
る
研

究
は
、
こ
こ
に
出
裂
瓢
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
先
ず
第
一
に
先
秦

の
書
物
に
あ
ら
わ
れ
る
姓
字
の
意
義
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

楊
氏
に
よ
る
と
、
姓
字
の
古
義
は
、
コ
一
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
1
子
或
い

は
子
嗣
の
意
、

2
族
或
い
は
族
麗
.
3
民
或
い
は
属
民
の
三
義
で
あ
る
。
ー
の

場
合
に
は
ま
た
子
姓
と
熟
し
て
使
用
さ
れ
、
ま
た
雄
一
記
曲
躍
の
「
納
女
於
天
子
、

日
備
百
姓
」
の
如
く
、
多
く
の
子
供
の
意
味
を
百
姓
と
判
明
す
る
。
ま
た
甲
骨
文
ー

の
求
生
、
金
文
善
鼎
に
宗
子
と
封
皐
噂
さ
れ
る
百
生
の
如
く
、
姓
字
は
生
と
も
書

か
れ
る
。

2
は
、
例
え
ば
左
俸
定
公
四
年
の
僚
に
魯
公
・
康
叔
に
分
輿
さ
れ
た

殻
民
六
族
・
段
民
七
族
に
射
し
て
、
唐
叔
に
興
え
ら
れ
た
懐
姓
九
宗
の
如
き
場

合
で
、
ま
た
左
停
昭
公
三
十
年
の
「
我
意
姑
億
吾
鬼
紳
、
而
寧
吾
族
姓
」
の
如

く
族
姓
と
熟
語
さ
れ
る
。

3
の
民
の
意
味
で
は
、
園
語
周
語
「
司
商
協
民
姓
」

の
如
く
熟
さ
れ
た
り
、
或
い
は
百
姓
・
群
姓
・
高
姓
と
鵜
し
で
も
使
用
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
よ
う
な
分
類
は
楊
氏
も
言
う
如
く
絶
封
的
で
は
な
く
、
特
に
2
の

族
の
場
合
の
内
含
す
る
意
味
は
、
第
一
或
い
は
第
三
の
意
味
に
近
い
場
合
が
多

い
。
左
停
昭
公
三
十
年
の
族
姓
の
如
き
は
子
或
い
は
子
姓
の
意
味
の
姓
に
近
い
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と
考
え
ら
れ
、
詩
麟
之
祉
に
公
子
・公
姓
・
公
族
が
同
じ
よ
う
な
意
味
に
使
用
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
懐
姓
九
宗
も
、
賞
際
に
は
般
民
の
民
と
殆
ん
ど
差
の

な
い
使
用
法
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
血
縁
的
な
集
周
が
祉
曾
構
成
の
基
礎

で
あ
り
、
以
上
の
如
く
、
姓
字
の
意
味
が
考
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
出
護

貼
に
も
ど
っ
て
あ
て
は
め
て
見
る
と
、
第
一
の
意
味
で
は
勿
論
通
じ
難
い
し
、

ま
た
姓
字
に
は
族
名
・
姓
名
の
意
味
は
見
嘗
ら
な
い
。
従
っ
て
蛍
然
2
或
い
は

3
の
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賜
之
姓
と
は
「
分
賜
族
属
或
人
民
」
の
意

味
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
先
秦
に
お
け
る
封
建
制
度
の
第
一
の
要
素
な
の

で
あ
り
、
王
公
の
子
弟
を
し
て
百
姓
を
分
治
せ
し
め
る
所
以
で
あ
る
。
従
っ
て
、

漢
以
後
の
異
姓
の
功
臣
に
桝
到
す
る
賜
姓
と
は
全
く
異
っ
た
意
義
を
も
つ
わ
け
で

あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
血
縁
的
な
集
圏
が
枇
禽
構
成
の
基
礎
で
あ
り
、
楊
氏

も
姓
族
を
中
園
簿
統
の
宗
法
制
の
血
縁
集
圏
と
解
す
る
。
人
間
の
集
圏
意
識
の

線
底
に
は
、
同
じ
血
縁
と
し
て
の
結
び
つ
き
が
常
に
あ
り
、
何
に
も
ま
し
て
こ

れ
が
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
自
己
の
血
縁
を
一
示
す
呼
稽

を
餐
更
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
西
周
の
封
建
制
度

が
、
宗
法
を
一
つ
の
紐
得
と
し
、
異
姓
諸
侯
に
糾
問
し
て
も
、
擬
制
約
な
宗
法
関

係
を
も
っ
て
臨
ん
だ
の
も
、
血
縁
意
識
が
如
何
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

示
し
て
い
る
。
異
姓
の
人
に
、
支
配
者
が
同
じ
姓
を
な
の
ら
せ
る
と
い
う
こ
と

は
、
貧
擦
に
は
血
縁
築
掴
が
出
刷
補
強
し
て
、
人
聞
の
生
活
の
規
範
と
し
て
の
カ
を

失
っ
た
所
か
ら
出
現
し
た
制
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
の
黙
か
ら
も
、
楊

民
の
設
は
受
賞
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
ぎ
に
左
俸
隠
公
八
年
の
賜
姓
に
つ
づ
く
、
俳
土
・
命
氏
に
つ
い
て
揚
氏
の

設
を
見
ょ
う
J

楊
氏
に
よ
る
と
、
賜
姓
・
俳
土
・
命
氏
は
、
先
秦
封
建
制
度
の

三
要
素
と
い
わ
れ
る
。
第
一
の
賜
姓
は
前
述
の
如
く
血
縁
集
閣
を
構
成
す
る
族

と
い
わ
れ
る
人
民
の
賜
輿
を
意
味
す
る
。
昨
土
と
は
諸
家
と
も
大
体
土
地
を
分

興
す
る
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
民
と
土
地
と
を
輿
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
最

後
の
命
氏
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
可
成
り
複
雑
に
な
る
。
楊
氏
は
氏
の

古
義
を
コ
一
つ
に
分
け
、
1
あ
る
個
人
を
示
す
言
葉

2
は
族
の
意
味
で
、
段
民

六
族
燦
民
・
徐
氏
:
・
な
ど
の
使
用
例
が
こ
れ
で
あ
る
。

3
は
園
と
同
じ
よ
う
な

大
き
な
而
か
も
人
魚
的
な
祉
曾
集
閤
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
三
つ

の
意
義
の
う
ち
、
命
氏
の
氏
は
、
第
三
の
園
に
相
蛍
す
る
意
味
で
、
命
氏
と
は
封

菌
の
こ
と
で
あ
り
、
左
侮
定
公
四
年
の
「
命
之

(
l察
仲
)
以
姦
」
、
或
は
担
問
書

姦
仲
之
命
の
「
察
仲
・
:
邦
之
察
」
は
い
ず
れ
も
同
じ
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
命
之
以
高
原
氏
」
、
「
邦
之
察
図
」
の
省
文
で
あ
る
と
す
る
。
言
わ
ば
こ
の
命
氏

に
よ
っ
て
園
名
が
確
定
す
る
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
が
完
了
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
封
建
の
事
賓
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
一
一
一

者
は
春
秋
時
代
の
衆
仲
が
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
酉
周
時
代

を
遁
じ
て
行
わ
れ
た
制
度
が
傍
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

厳
格
な
封
建
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
文
献
に
俸
え
る
も
の
が
な
く
、
ま
た
こ
の

阜
県
仲
の
言
す
ら
従
来
の
考
え
で
は
、
不
明
確
で
あ
っ
た
。
不
幸
に
し
て
楊
氏
の

見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
新
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
つ
の
過
程
に
よ
る
封

建
の
形
式
は
明
確
に
あ
と
づ
け
ら
れ
、
而
か
も
こ
の
三
つ
は
と
も
に
王
の
知
命

り
-
一
一
ロ
葉
で
あ
づ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
史
料
と
は
一
九
五
四
年
六
月
丹
徒
懸
か
ら

出
土
し
た
次
の
宜
侯
矢
飯
で
あ
る
。

佳
四
月
辰
在
丁
未
、
口
口
斌
王

成
王
伐
商
園
、
建
省
東
園
圃
。

王
立
子
{
且
宗
位
南
卿
。
王
令

度
侯
矢
田
録
、
侯
子
宜
。
錫
謹

闘
巴
一
歯
、
商
南
一
枚
、

M
M
弓
一
、

M
W
矢
百
、

放
弓
十
、
旗
矢
キ
。
錫
土
、
阪
川
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三
百
口
、
阪
口
百
叉
廿
、
阪
口
邑
品
川

H
 

叉
五
、
口
百
叉
品
川
和
錫
在
宣

王
人
口
又
七
生
(
姓
)
。
錫
裳
七
伯
、

欧
虻
口
又
五
十
夫
。
錫
宜
庶
人

六
百
叉
六
十
夫
。
宜
侯
ι〈鳴

王
休
、
作
度
公
父
了
間
索
引

こ
の
銅
器
は
西
周
成
王
代
の
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
銘
文
に
附
し
た
同
は
、

楊
氏
の
言
う
命
氏
に
嘗
り
、
口
の
錫
土
以
下
は
併
土
、
ハ
門
の
王
人
口
又
七
姓
以

下
が
、
賜
姓
に
嘗
る
。
こ
の
順
は
左
俸
の
逆
で
あ
る
が
、
こ
の
三
つ
が
封
建
の

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
れ
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
度
侯
矢
は
宜
侯
と
稀
す
る
と

と

が

出

来

た

。

、

.

然
し
な
が
ら
冒
頭
に
か
か
げ
た
左
俸
の
文
に
つ
い
て
見
る
に
、
こ
の
姓
・
氏

に
関
聯
し
て
重
要
な
粧
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
賜
姓
の
傑
件
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
「
因
生
」
と
、
最
後
に
あ
る
「
公
命
以
字
信
用
展
氏
」
で
あ
る
。
第
一
の
因

生
に
つ
い
て
は
、
社
註
を
は
じ
め
、
百
円
買
僑
孔
惇
な
ど
も
生
を
出
生
の
意
味
に

解
し
、
園
生
以
賜
姓
を
、
そ
の
人
の
出
生
し
た
地
の
地
名
に
よ
っ
て
姓
名
を
賜

わ
る
と
解
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
姓
が
姓
名
の
義
で
な
い
こ
と
は
、
前
述
の

通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
生
を
出
生
と
解
し
て
は
意
味
が
遜
じ
難
く
な
る

た
め
、
楊
氏
は
、
公
羊
侮
・
穀
梁
侮
荘
元
年
、
白
虎
通
巻
一
齢
、
五
経
異
義

(
遁
奥
巻
十
二
引
)
な
ど
に
よ
っ
て
封
建
は
生
人
に
行
わ
る
べ
き
も
の
、
即
ち
、

民
や
土
地
を
賜
わ
る
の
は
、
現
在
生
き
て
お
句
王
公
の
震
に
忠
誠
を
牽
す
こ
と

が
可
能
で
あ
る
人
聞
に
劃
し
て
行
わ
れ
る
可
き
も
の
と
解
し
た
わ
け
で
あ
る
。

封
建
が
王
公
の
統
治
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
は
蛍
然
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
或
い
は
民
の
賜
輿
を
記
録
す
る
金
文
も
、
す
べ

て
生
人
に
封
し
て
行
わ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
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次
の
「
公
命
以
字
篤
展
氏
」
は
、
上
文
の
「
諸
侯
以
字
信
用
謡
、
因
以
魚
族
」

と
も
関
聯
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
展
民
の
氏
と
命
民
の
氏
と
は
ど
の
よ
う

な
関
係
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
き
に
あ
げ
た
楊
氏
の
読
に
よ
る
と
、
命
氏

の
氏
は
入
信
用
的
な
祉
曾
集
闘
で
、
普
遁
族
と
い
わ
れ
る
血
縁
集
闇
よ
り
は
範
圏

が
大
き
く
、
民
の
な
か
に
多
般
の
族
l
楊
氏
に
よ
れ
ば
姓
族
と
も
呼
ば
れ
る
ー

を
ふ
く
む
も
の
な
の
で
あ
る
。
然
し
展
氏
の
民
は
留
守
ろ
楊
氏
の
第
二
読
に
蛍
る

も
の
で
、
左
侮
定
公
四
年
に
あ
げ
ら
れ
る
子
姓
の
般
民
が
幾
多
の
民
に
わ
か
れ
~

る
こ
の
民
に
省
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
姓
で
一
ホ
さ
れ
る
血
縁
集
圏
の
細
分
し
た

も
の
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。
西
周
以
来
諸
侯
の
縫
位
を
見
る
と
、
そ
の
理

由
は
別
と
し
て
、
必
ら
ず
し
も
父
子
一
系
の
相
績
で
は
な
い
。
弟
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
た
場
合
、
兄
の
子
孫
は
そ
の
父
祖
の
字
に
よ
っ
て
I
と
れ
は
父
租
の
慈

放
で
も
あ
る
が
|
自
己
の
一
族
の
族
稼
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
魯
の

場
合
、
姫
姓
の
血
縁
集
圏
で
あ
る
こ
と
に
は
間
蓮
い
な
い
が
、
あ
る
公
の
子
孫

は
、
公
の
字
に
よ
っ
て
、
姫
姓
集
画
の
な
か
で
、
更
に
小
さ
い
集
圏
を
作
る
わ

け
で
、
こ
れ
が
氏
で
あ
り
、
展
民
の
場
合
の
民
も
こ
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
。
即
ち
極
〈
初
期
に
は
、
姓
族
と
い
う
血
縁
集
固
で
あ
っ
た
も
の
が
、

次
第
に
子
孫
が
ふ
え
る
に
従
っ
て
、
血
縁
集
圏
内
で
更
に
自
己
の
出
自
を
明
確

に
さ
せ
る
必
要
が
お
こ
り
、
こ
の
結
果
、
父
祖
の
字
で
も
っ
て
小
集
闘
を
代
表

さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
無
骸
の
場
合
、
展
を
字
と
し
た
人
は
、
無
骸
の
父
か
、

或
い
は
無
骸
そ
の
人
で
あ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
無
骸
の
子
孫

は
展
民
と
稀
し
た
わ
け
で
あ
る
。
民
と
い
う
一
つ
の
集
圏
を
結
成
し
た
か
否
か

は
朗
ら
か
で
な
い
が
、
春
秋
時
代
に
、
父
租
の
字
に
よ
っ
て
|
楊
氏
に
よ
れ
ば

父
租
の
名
も
使
用
さ
れ
る

l
血
縁
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
は

多
数
あ
り
、
楊
氏
の
聯
名
制
の
研
究
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

か
く
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
左
俸
の
記
事
は
一
態
解
穣
さ
れ
た
わ
け
で
あ
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る
が
、
然
し
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
残
る
。
そ
れ
は
命
氏
の
氏
と
、
展
氏
の
氏

と
、
同
じ
氏
を
使
用
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
つ
の
集
圏
の
欄
係
、
換
言
す
れ
ば
、

氏
が
二
つ
の
集
園
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
楊
氏
は
こ
の
院
に
倒
し
て
は
徐
り
明
確
で
は
な
い
。
左
侮
定
公

四
年
に
あ
る
股
民
の
各
氏
の
意
味
は
別
と
し
て
、
西
周
の
封
建
制
度
に
お
け
る

命
氏
は
、
{
且
侯
矢
段
に
よ
れ
ば
地
名
に
剛
係
す
る
も
の
、
即
ち
ι〈
が
宜
の
地
に
民

と
土
地
と
を
賜
輿
さ
れ
た
の
に
よ
っ
て
氏
を
宜
と
稿
え
た
黙
を
見
る
と
、
少
く

と
も
西
周
初
期
に
お
け
る
氏
の
要
素
に
は
、
地
名
に
闘
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
本
来
こ
れ
は
生
人
に
封
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
子
が
相

績
す
る
場
合
に
は
改
め
て
加
命
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
氏
の
名
|
換
言
す

れ
ば
園
名
と
い
っ
て
も
よ
い
ー
も
改
め
て
継
承
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が

時
代
と
と
も
に
世
襲
と
し
て
固
定
化
し
た
場
合
、
一
方
で
は
そ
の
所
有
者
の
族

も
細
分
化
す
る
と
と
も
に
、
分
化
し
た
集
圏
が
興
え
ら
れ
た
土
地
以
外
に
も
、

自
己
の
力
に
よ
っ
て
土
地
を
抜
大
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
興
え
ら
れ
た
土
地
の
名
と
は
別
個
に
自
己
の
集
闘
を
代
表

す
る
名
稽
を
父
租
の
名
字
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
大

宗
か
ら
次
第
に
分
離
し
て
出
て
来
る
小
宗
集
圏
は
、
本
来
大
宗
と
姓
も
同
じ
で

あ
り
、
と
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
命
氏
の
氏
と
は
別
の
性
格
の
氏
を
栴
え
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
も
恐
ら
く
土
地
所
有
の
問
題
が
同

時
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
何
れ
に
し
ろ
そ
の
原
因
は
と
も
か
く
と
し

て
、
楊
氏
が
父
租
の
名
字
に
よ
っ
て
氏
を
綿
え
る
の
は
、
春
秋
時
代
の
文
化
要

素
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
エ
パ
ハ
l
ド
の
設
を
引
用
し
て
い
る
の
も
史
料
的
な

差
、
即
ち
春
秋
以
前
の
史
料
が
依
乏
し
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
一
概

に
否
定
す
る
の
は
危
険
で
、
や
は
り
西
周
か
ら
の
鍵
化
が
よ
う
や
く
こ
の
頃
に

な
っ
て
表
面
化
し
て
来
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
可
成
り
詳
細
に
楊
氏
の
諸
研
究
を
ま
と
め
て
補
足
し
つ
つ
概
観
し
て
来

た
が
、
特
に
楊
氏
の
設
を
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
理
由
は
、
従
来
し
ば
し
ば
い
わ

れ
る
西
周
の
封
建
制
度
|
祉
禽
経
済
史
に
い
わ
れ
る
封
建
制
と
異
な
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
!
な
る
も
の
が
、
賓
際
に
は
品
開
り
正
確
に
は
考
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
賜
姓
の
姓
は
本
来
血
縁
集
閣
で
あ
り
、
封
建
に
嘗
つ

て
は
一
或
い
は
数
個
の
姓
集
圏
を
輿
え
ら
れ
た
。
而
か
も
こ
の
集
圏
は
、
酢
士

さ
れ
る
土
地
に
前
か
ら
住
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
{
且
侯
矢
般
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る
。
{
且
侯
矢
般
は
西
周
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
楊
氏
の
中
心
史
料
は

春
秋
の
初
め
に
俸
え
ら
れ
て
い
た
考
え
方
で
、
こ
の
二
者
の
聞
に
は
殆
ん
と
差

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
西
周
の
封
建
制
度
を
通
じ
て
原
則
と
し
て
行

わ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
若
し
こ
の
考
え
方
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、

西
周
時
代
の
史
料
を
通
じ
て
賜
興
さ
れ
る
も
の
が
民
か
土
地
か
の
一
方
の
み
を

あ
げ
た
場
合
で
も
、
他
は
嘗
然
の
こ
と
と
し
て
省
略
さ
れ
た
と
考
え
得
る
。
例

え
ば
康
王
時
代
の
大
孟
鼎
を
見
る
と
、
「
邦
司
四
伯
、
人
南
自
叡
至
子
庶
人
六

百
有
五
十
有
九
夫
」
と
「
夷
司
王
匡
十
有
三
伯
、
人
高
千
有
五
十
夫
」
が
孟
に
輿

え
ら
れ
る
に
到
し
、
土
地
の
記
載
は
な
い
。
然
し
宜
侯
矢
段
と
比
較
す
れ
ば
嘗

然
、
土
地
も
興
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
多
激
あ
る
。
ま

た
魔
王
時
代
の
大
克
鼎
に
は
、
埜
・
博
・
療
な
ど
の
土
地
で
回
を
賜
わ
っ
た
の

に
民
の
記
載
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
逆
に
耕
作
者
で
あ
る
民
の
賜
興
を
自
明
の
こ

と
と
し
て
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の
封
建
が
戦
争
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
と
共
に
興

え
ら
れ
喝
民
卸
ち
勢
働
力
を
倖
獲
に
来
源
す
る
と
考
え
る
の
は
混
鳳
を
ま
ね
き

や
す
い
。
寧
ろ
土
地
と
結
び
つ
い
た
族
を
支
配
す
る
の
が
、
西
周
封
建
制
度
の

本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
民
・
族
を
位
倉
階
級
と
し

て
見
た
場
合
、
加
何
に
考
え
る
可
き
で
あ
ろ
う
か
。
詩
毛
俸
を
は
じ
め
、
最
近
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で
は
鄭
涼
若
氏
な
ど
が
貴
族
階
級
に
い
れ
る
百
姓
も
、
楊
民
に
よ
る
と
、
寧
ろ

民
・
庶
民
と
同
じ
・
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
若
し
揚
氏
の
設
が
正
し
い
と
す
る
な

ら
ば
、
臣
辰
自
・
史
観
段
な
ど
に
星
君
と
並
び
事
げ
ら
れ
る
百
姓
は
、
可
成
り

高
い
地
位
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
庶
民
も
、
所
謂
奴
隷
或
い
は
そ
れ
に
近

い
も
の
に
は
嘗
ら
な
く
な
る
。
こ
の
齢
で
も
今
後
の
批
禽
経
済
史
の
研
究
に
一

つ
の
観
粧
を
県
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

l
l揚
氏
は
先
秦
を
一
括
し
て
意
味

を
考
え
る
の
は
弱
酷
だ
が
。
こ
の
左
俸
に
姓
と
し
て
表
現
さ
れ
る
民
が
、
如
何

な
る
階
級
で
あ
る
か
は
別
と
し
て
、
酉
周
か
ら
春
秋
に
か
け
て
の
支
配
関
係
の

ω
 

臨
で
は
、
揚
氏
の
設
は
童
書
業
氏
等
の
考
え
方
に
非
常
に
近
い
。
南
者
と
も
に

土
地
に
結
び
つ
く
宗
法
制
の
血
縁
集
圏
を
考
え
の
基
礎
に
お
く
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
以
上
、
楊
氏
の
設
を
中
心
と
し
て
、
土
地
と
民
と
の
関
係
を
見
て
来
た

け
れ
ど
も
、
土
地
と
民
と
は
、
何
時
頃
か
ら
分
離
し
は
じ
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
先
き
に
あ
げ
た
大
克
鼎
に
は
、
更
に
f

「
錫
汝
井
家
個
刑
罰
子
齢
、
以
阪

豆
妾
」
と
あ
り
、
こ
の
井
家
の
回
に
劃
し
て
、
臣
妾
以
外
に
「
錫
汝
井
遁
・
断

同
副

・
人
類
」
、
「
錫
汝
井
人
奔
子
衆
」
と
あ
み
ω

そ
の
井
人
の
景
に
奔
り
し
も
の
は
、

人
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
は
相
違
し
て
く
る
け
れ
ど
も
、

少
く
と
も
、
あ
る
集
固
か
ら
離
院
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
更
に
離
脱

し
て
も
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
生
存
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

ま
た
左
停
に
あ
る

王
取
邸
・
劉
・
薦
・
邦
之
田
子
鄭
、
而
奥
鄭
人
蘇
窓
生
之
回
温
・
原
・
締
・

奨
・
隈
榔
・
横
茅
・
向
・
盟
・
州
・
医
・
隙
・
懐
。
(
隠
公
十
一
年
)

夏
盟
・
向
求
成
子
制
問
既
而
背
之
、
秋
鄭
人
・
斉
人
・
衛
人
伐
盟
・
向
、
王

遷
盟
・
向
之
民
子
州
知
(
桓
公
七
年
)

の
一
濯
の
記
事
は
、
そ
の
理
由
は
政
治
的
な
入
信
用
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

回

土
地
と
民
と
の
分
離
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
ι

こ
の
よ
う
な
事

例
は
春
秋
末
か
ら
戦
闘
の
中
頃
に
か
け
て
の
史
記
の
記
載
に
も
し
ば
し
ば
あ
ら

わ
れ
る
吋
こ
れ
ら
は
、
入
居
周
的
な
も
の
と
言
え
ば
、
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
こ

の
背
景
に
は
土
地
と
民
l
特
に
血
縁
集
圏
と
し
て
の
ー
と
の
分
離
が
次
第
に
進

行
し
て
い
た
ζ

と
を
示
し
て
い
る
史
料
と
し
て
1

今
少
し
活
用
さ
れ
る
可
き
も

の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
西
周
末
年
か
ら
，
次
第
に
祉
曾
は
費
動
し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

E
-ω郭

沫
若
「
矢
設
銘
考
樟
」
(
考
古
事
報
、
一
九
五
六
年
一
期
)

ω侯
外
庫
「
中
園
古
代
社
曾
史
論
」
(
一
九
五
五
年
)
な
ど
。
楊
氏
が
遁
俸
制

度
考
で
あ
げ
る
左
俸
嚢
二
十
五
年
の
郷
の
子
展
・
子
産
が
陳
を
討
っ
た
時

、
の
記
事
は
、
倖
獲
を
土
地
耕
作
の
勢
働
力
と
し
た
こ
と
に
封
す
る
傍
謹
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
侯
氏
が
謹
擦
と
し
て
あ
げ
る
小
霊
鼎
は
必
ず
し
も
正

確
で
は
な
い
。
左
俸
の
場
合
は
、
場
所
が
陳
の
閣
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の

で
、
寧
ろ
民
と
土
地
と
の
結
び
つ
き
を
基
礎
と
す
る
?
小
孟
鼎
の
場
合
は

寧
ろ
楊
氏
が
鰍
捷
の
儀
式
と
す
る
も
の
に
嘗
る
も
の
で
、
諸
侯
の
受
降
・

蹴
捷
・
遺
俸
は
、
土
地
に
封
ぜ
ら
れ
る
た
め
の
功
績
の
詮
擁
と
は
な
り
得

て
も
、
こ
れ
が
直
ち
に
分
輿
さ
れ
る
民
と
同
一
で
は
な
い
こ
と
を
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

ω郵
抹
若
「
中
園
古
代
祉
禽
研
究
」
(
一
九
五
一
年
)
な
ど
。

ω童
書
業
「
従
生
産
関
係
遁
合
生
産
力
的
規
律
設
到
酉
周
春
秋
的
宗
法
封
建

制
度
同
(
「
中
園
古
史
分
期
問
題
論
叢
」
)
(
一
九
五
七
年
)

伺
先
に
あ
げ
た
賜
回
が
、
す
べ
て
「
錫
汝
因
子
埜
」
の
形
式
で
書
か
れ
る
の

に
封
し
、
こ
の
場
合
は
も
と
井
家
に
属
す
る
田
で
あ
る
た
め
に
、
特
に
人

間
関
係
を
も
明
確
に
す
る
た
め
に
こ
の
記
録
が
の
こ
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

制
説
文
侯
十
三
年
(
貌
世
家
)
、
秦
盲
目
玉
前
十
三
年
(
秦
本
紀
)
、
間
後
八
年

(
樗
里
子
俸
)
、
同
後
十
一
年
(
六
図
表
)
、
秦
昭
王
二
十
一
年
(
秦
本
紀
)
。

(
伊
藤
道
治
)
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